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D-23560 Lübeck
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Phone: +49 451 8 82 - 0
Fax: +49 451 8 82 - 20 80
Internet: www.draeger.com

Distributor
Dräger Japan Ltd.
2-13-17 Kamiosaki Shinagawa-ku
Tokyo 141-0021
Japan
Phone: + 03 6447 7171
Fax: + 03 6447 7170
Internet: www.draeger.jp

1 安全のために
防塵マスクを使用する前に本取扱説明書を読んで内容を理解していただく
こと、また下記の使用目的のみに限定してご使用いただく必要があります。
これを遵守していただけない場合、健康や人命を損なうような危険が生じる
おそれがあります。本取扱説明書や特定のマスクの使用方法についてご質問
がある場合は、Dräger までお問い合せください。

責任者の方はご自分の担当区域において、ユーザー全員が本取扱説明書の
内容を理解し、取扱説明書に従った方法で防塵マスクを着用していること
を確認してください。

2 本製品について
Dräger X-plore® 1300 シリーズには、次のようなタイプのマスクがあります。1

 Dräger X-plore 1350、保護クラス N95 
 Dräger X-plore 1360、保護クラス R95 

防塵マスクには数種類のサイズがあり、「XS」「S」「M」「L」という記号
で示されています。
「V」の文字を含む防塵マスクは、使用中に呼息を助ける呼気弁を備えて
います。 
「Odor」の文字がある防塵マスクは、有機ガスによる有害なレベルの臭気を
和らげる活性炭フィルターを備えています。「有害なレベル」とは、
該当する職業ばく露限界 (PEL) よりも汚染濃度が低いという意味です。有害
レベルが PEL を超える場合は、この防塵マスクを使用しないでください。

3 使用目的
この防塵マスクは、ユーザーがある特定の環境で作業する際に、固形およ
び液状の浮遊粒子状物質を吸引するパーセンテージを下げるよう設計され
ています。この防塵マスクは、浮遊粒子状物質を吸引するリスクをなくす
ものではありません。 
Dräger X-plore 1350 防塵マスクは、研削、研磨、掃き掃除、切削、鉱物加
工などで生じる固形の浮遊粒子、および油を含まない液状粒子または粒子
状エアロゾルに対して使用できます。 
Dräger X-plore 1360 防塵マスクは、Dräger X-plore 1350 と同じ目的に使
用でき、さらに油分への耐性も備えています。
Dräger X-plore 1350 の NIOSH 等級は、油を含まない固形および液状エア
ロゾルに対するフィルタリング効果 95 % ("N95") です。
Dräger X-plore 1360 の NIOSH 等級は、油を含む固形および液状エアロゾ
ルに対するフィルタリング効果 95 % ("R95") です。
防塵マスクの性能特性 （たとえばフィルタリングする粒子のタイプやパー
センテージ）は、42 CFR パート 84 に記載された NIOSH （米国労働安全
衛生研究所）の基準を満たしています。詳細は、承認ラベルを参照してく
ださい。

4 使用上の制限事項

 各人の防塵マスク使用時間が、8 時間の作業シフト 1 回を超えないこと。
 人命や健康に対する危険がある環境では、この防塵マスクを使用しな

いこと。 
 酸素濃度が 18 % 未満の場所では防塵マスクを使用しないこと（この防

塵マスクには酸素供給がないため）。 
 記載された防塵マスクのいずれかを装着したまま、換気されていない

場所 （コンテナ、シャフト、ダクトなど）に入らないこと。
 化学/生物/放射線/核(CBRN)兵器の危険に対する防御として、この防塵

マスクを使用しないこと。
 損傷、使用済み、期限切れであるマスク、あるいはそのように見える

マスクは使用しないこと。

 以下の物質の吸引に対する保護のために、この防塵マスクを使用しな
いこと。
 ペイントスプレー
 ガス
 蒸気
 アスベスト粒子
 シリカ粒子
 砂吹き機の粒子
 鉛
 ヒ素
 4,4’- メチレンジアニリン (MDA)
 カドミウム
 その他、未知の汚染物質、発がん性汚染物質、生命または健康に対

する差し迫った危険のある汚染物質
 放射性粒子または放射線から保護するために、この防塵マスクを使用

しないこと。この防塵マスクの効果は、吸引する空気中の放射性粒子
のパーセンテージを下げるのみです。

 Dräger X-plore 1350を、油のエアロゾルを含む環境で使用しないこと。
 汚染濃度が、職業ばく露限界(PEL)の10倍、特定OSHA基準、その他適

用される法令のいずれか低い方の値を超える環境で、この防塵マスク
を使用しないこと。PEL については、OSHA 基準 29 CFR 1910.1000
を参照してください。

5 一般的な警告および注意事項 

 人員の健康を守るためには、防塵マスクを正しく選択することが不可
欠です。この防塵マスクを使用する前に、衛生管理または産業保健の
専門家に相談して、使用目的に合ったマスクを選択してください。

 防塵マスクを正しく選択して装着しても、その効果は汚染物質の濃度
を下げることだけです。

 この製品はラテックスを含みます。使用場所は、マスクの締め紐の内
部です。正しく使用すると、マスクに使用されるラテックスがユーザ
ーの皮膚に接触することはありません。ラテックスアレルギー
の方は、本製品を使用する前に主治医に相談してください。

 防塵マスクを改造したり不正な方法で使用したりしないでください。
 防塵マスクをサージカルマスクとして使用しないでください。 
 喘息や心臓の病歴など、呼吸器系に問題のある方は、使用する前に主

治医に相談して医学的な評価を受けてください。
 めまいなどの苦痛を感じたら、作業区域を離れてください。
 ヒゲ、体毛、その他マスクのシーリング面と顔面の密着を妨げるよう

な状態がある場合は使用しないでください。
 衛生上の理由により、防塵マスクを他の人と共有しないでください。
 このマスクは小児用に設計されていません。
 これらの防塵マスクは、バクテリアやウィルス性因子 （鳥インフル

エンザ、SARS、その他のバクテリア / ウィルス / 生物由来物質）に対
する保護を目的としていません。

 マスクを使用する際は、選択、トレーニング、フィットテスト、
フィットチェックなどの呼吸保護プログラム全体に従ってください。
米国労働安全衛生局 (OSHA) は、このような呼吸保護プログラムに関
して詳細な情報を提供しています。

 汚染区域にいる間は、絶対にマスクを外さないでください。マスクの
外側の面は、常に汚染されているものとして取り扱う必要があ
ります。マスクを外した後は、すぐに手を洗ってください。 

6 使用前に必要な予防措置

 マスクを使用する前に必要な事項：
 マスクを使用する環境を完全に把握します。  たとえば、接触する

浮遊粒子、ガス、蒸気の濃度を、適切な測定器で測定する必要があ
ります。その後に、該当する PEL を考慮に入れて、その環境に対
して適切なマスクを選択してください。

 その環境の大気に、少なくとも 18 vol. % の酸素が含まれているこ
とを確認します （" 使用上の制限事項 " を参照）。

 かならず、オリジナルのボックスに保管されていたマスクのみを
使用します。使用期限が切れていないことを確認してください（パ
ッケージのラベルで確認）。

 マスクに傷、亀裂、その他損傷の兆候がないか確認し、損傷があれ
ばそのマスクは廃棄します。

 OSHA 規格 1910.134 に従ってフィットテストをかならず実施
します。

 徹底したトレーニングを実施すること。
 この防じんマスクを作業で使用する前に、自治体の要件を満たす呼吸保護プ

ログラムを書面にして実施する必要があります。米国内の事業者は、医学的
な評価、トレーニング、装着テストを含む OSHA 29 CFR 1910.134 に準拠
する必要があります。

 目と頭部が保護されていることを確認します。

7 パッケージの記号の説明
取扱説明書の記載事項を遵守
保管場所の気温の範囲
保管場所の最大湿度

8 使用期間
この防塵マスクを何時間使用できるかは、空気中の汚染濃度やユーザーの
作業量など、複数の要因で決まります。防塵マスクは、呼吸の抵抗が大幅
に増したと感じられた時点、つまり吸息が簡単かつ快適にできなくなった
時点で、直ちに交換する必要があります。どのような環境であっても、
マスクを 8 時間以上使用しないでください。

9 使用準備
 目的に応じた最適なマスクを判断します。
 顔面にフィットする最適なサイズを選択します。

10 使用と装着
1. 防塵マスクをパッケージから取り出します。
2. 使用する前、呼吸ゾーンに穴がないことを確認します。

3. 防塵マスクを手に持ち、締め紐を手の下に垂らします（図 A を参照）。
4. 防塵マスクをあごの下と鼻の上にかぶさるように当てがいます。下の

締め紐に頭をくぐらせて首にかけます。上の締め紐を後頭部の高い位
置に当てます。上の締め紐の留め具を調節して、防塵マスクを適切に
フィットさせます （図 B を参照）。

5. 両手を使って、鼻当てを鼻の形に合わせて調節します（図 C を参照）。
片手だけで調節すると正しくフィットしません。

6. シールのチェックを実行します：
 バルブなし防塵マスク：

マスクの顔面とのフィット状態がずれないように注意
しながら防塵マスクを両手で覆います。一気に息を吐き
だします（図D）。 

 バルブ付き防塵マスク：
マスクの顔面とのフィット状態がずれないように注意しな
がら防塵マスクを両手で覆います。一気に息を吸います。

 防塵マスクの両端からリーク 発生の場合は、正しくフィッ
トするように防塵マスクを調節してください。鼻当てが鼻
の形に合っていることを確認します。

11 メンテナンス
防塵マスクに傷やその他の損傷がないか点検します。損傷の兆候がある防
塵マスクは廃棄する必要があります。

12 保管と手入れ
防塵マスクは常にオリジナルのパッケージに入れ、乾燥した室内で損傷し
ないように保管してください。直射日光に当てないでください。使用期限
を過ぎた防塵マスクは保管しないでください。
防塵マスクが清潔であることを確認してください。防塵マスクは洗浄しな
いでください。 
保管室温：-20 °C ～ 40 °C (-4 °F ～ 104 °F)
相対湿度：最大 80 %

13 廃棄
使用済みの防塵マスクは、地域の規定に従って廃棄する必要があります。
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84A-5288 N95 X A B C J M N O P

84A-5290 R95 X A B C J M N O P

84A-4370 N95 X X A B C J M N O P

84A-4374 N95 X X A B C J M N O P

84A-4375 N95 X X A B C J M N O P

84A-4376 R95 X X A B C J M N O P

84A-4377 R95 X X A B C J M N O P

1. Protection 

2. Cautions and Limitations 
A - Not for use in atmospheres containing less than 19.5 percent oxygen.
B - Not for use in atmospheres immediately dangerous to life or health.
C - Do not exceed maximum use concentrations established by regulatory standards.
J - Failure to properly use and maintain this product could result in injury or death.
M - All approved respirators shall be selected, fitted, used, and maintained in accordance with MSHA, 
     OSHA, and other applicable regulations.
N - Never substitute, modify, add, or omit parts. Use only exact replacement parts in the configuration 
     as specified by the manufacturer.
O - Refer to User's Instructions, and/or maintenance manuals for information on use and 
      maintenance of these respirators.
P - NIOSH does not evaluate respirators for use as surgical masks.

These respirators are approved only in the following configurations:

N95 - Particulate Filter (95% filter efficiency level) effective against particulate aerosols free of oil;
time use restrictions may apply.

R95 - Particulate Filter (95% filter efficiency level )
effective against all particulate aerosols;
time use restrictions may apply

JA - 取扱説明書

警告
防塵マスクを使用する前に本取扱説明書を読んで内容を
理解し、厳密に遵守していただく必要があります。
これを遵守していただけない場合、健康や人命を損なう
ような危険が生じるおそれがあります。

1 X-plore® はDräger社の登録商標です。

警告
防塵マスクは、上記の目的にのみ使用してください。
使用方法を誤ると、健康や人命を損なう危険があ
ります！

警告
以下に示す使用上の制限事項を遵守してください。
遵守していただけない場合、健康や人命を損なうような
危険が生じるおそれがあります。

!

!

警告
以下の警告および注意事項を厳密に遵守してください。
遵守していただけない場合、健康や人命を損なうような
危険が生じるおそれがあります。

警告
使用する前に、次のような予防措置が必要になります。 
遵守していただけない場合、健康や人命を損なうような
危険が生じるおそれがあります。

!

!

警告
各人のマスク使用時間が、8時間の作業シフト1回を超
えないようにしてください。
損傷のあるマスク、使用済みのマスク、期限切れのマス
クは使用しないでください。
息を吸う際に何らかの困難を感じたら、ただちにマスク
を交換してください。
この警告を遵守していただけない場合、健康や人命を損
なうような危険が生じるおそれがあります。

警告
防塵マスクの損傷を確認する際、頭に当てる締め紐のル
ープ接合部分に特に注意してください（図A-1を参照）。
.
何らかの損傷がある場合はその防塵マスクを使用しない
でください。 健康や人命を損なう危険性があります。

警告
満足のいくフィット感が得られない場合は汚染区域に入
らず、責任者に相談してください。
これを遵守していただけない場合、健康や人命を損なう
ような危険が生じるおそれがあります。
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1 For Your Safety
It is absolutely mandatory that you read and understand these
instructions before you use the particulate respirator and that you
only use them for the intended use (as described below). Failure to
do so could lead to sickness or death. If you have any questions
concerning these instructions or how to properly use the particulate
respirator, ask your supervisor or call Dräger in the USA at 1-800-
437-2437. In other countries, please contact the respective Dräger
subsidiary or your local dealer.

Supervisors have to ensure that in their field of responsibility all
users are familiar with these instructions for use and will use the
particulate respirators in strict accordance with these instructions for
use.

2 Description
The Dräger X-plore® 1300 series comprises the following types of
particulate respirators1 :
 Dräger X-plore 1350, protection class N95 
 Dräger X-plore 1360, protection class R95 

The particulate respirators are available in different sizes which are
indicated by "XS“, "S“, "M" and "L".
If the designation contains "V", the particulate respirator features an
exhalation valve which facilitates exhalation during use. 
If the designation contains "Odor", the particulate respirator has an
additional activated-carbon filter to provide relief from nuisance level
odors of organic vapors. Nuisance level means that the contaminant
concentration is below the respective permissible exposure limit
(PEL). Do NOT use these particulate respirators if the nuisance
level exceeds the PEL.

3 Intended use
The particulate respirators are designed to reduce the percentage
of certain solid and liquid airborne particles that a user will inhale
when working in certain environments. The particulate respirators
do NOT eliminate the risk of inhaling airborne particles. 
Dräger X-plore 1350 particulate respirators may be used for
airborne solid particles such as from grinding, sanding, sweeping,
sawing or processing minerals; and for liquid particles or particulate
aerosols that do not contain oil. 
Dräger X-plore 1360 particulate respirators may be used for the
same purposes as the Dräger X-plore 1350 and, in addition, they
are resistant to oil.
Dräger X-plore 1350 are NIOSH-rated for 95 % filtration efficiency
against solid and liquid aerosols that do not contain oil ("N95").
Dräger X-plore 1360 are NIOSH-rated for 95 % filtration efficiency
against solid and liquid aerosols that do contain oil ("R95").
The particulate respirators’ performance characteristics - e.g. the
types and percentages of the particles that they filter - fulfill the
National Institute for Occupational Safety and Health ("NIOSH")
standards set forth at 42 CFR, Part 84. For more information see
Approval Label.

4 Limitations on use

 Never use an individual particulate respirator for more than one
single 8-hour work shift.

 Never use the particulate respirators in atmospheres dangerous
to life or health. 

 Never use the particulate respirators in atmospheres containing
less than 19.5 % oxygen, since these particulate respirators do
not supply oxygen. 

 Do not enter unventilated areas such as containers, shafts or
ducts when wearing one of the mentioned particulate
respirators.

 Never use the particulate respirators as protection against
chemical, biological, radioactive, or nuclear (CBRN) warfare
hazards.

 Never use a respirator that is, or appears to be, damaged, used,
or expired.

 Never use the particulate respirators for protection against
inhaling
 paint spray
 gases
 vapors
 asbestos particles
 silica particles
 sandblasting particles
 lead
 arsenic
 4,4’ methylene dianiline (MDA)
 cadmium
 other contaminants that are unknown, carcinogenic, or im-

mediately dangerous to life or health.
 Never use the particulate respirators as protection against

radioactive particles and radiation. The particulate respirators
only reduce the percentage of radioactive particles in the inhaled
air.

 Never use Dräger X-plore 1350 particulate respirators in
atmospheres containing oil aerosols.

 Never use the particulate respirators in atmospheres with
contaminant concentrations that exceed 10 times the
Permissible Exposure Limit (PEL), specific OSHA standards, or
other applicable regulations, whichever is lower. For PELs
please refer to OSHA standard 29 CFR 1910.1000.

5 General warnings and cautions 

 A properly selected particulate respirator is essential to protect
your health. Before using this particulate respirator, consult an
Industrial Hygienist or Occupational Safety Professional to
determine the suitability for your intended use.

 Particulate respirators that are properly selected and fitted will
only reduce the contaminant concentration.

 This product contains latex. It is located inside the head straps
of the respirator. If used properly, the latex in the respirator will
not come into contact with user's skin. If you are allergic to latex,
you must consult your physician before using this product.

 Do not modify or abuse the particulate respirators.
 Do not use the particulate respirators as surgical masks. 
 Persons with breathing difficulties, such as asthma or with a

history of heart disease, should consult a physician and
complete a medical evaluation prior to use.

 Leave the work area if dizziness or other signs of distress occur.
 Do not use with beard or facial hair or other conditions that

prevent a good seal between the face and the sealing surface of
the respirator.

 Do not share particulate respirators with other people for
hygienic reasons.

 The respirators are not designed to be used by children.
 These particulate respirators are not intended for use as

protection against bacterial or viral agents such as avian (bird)
flu virus, SARS or any other bacterial, viral or biological agents.

 Respirators must be used in accordance with a complete
respiratory protection program including selection, training, fit-
testing, and fit-checking. US Occupational Safety and Health
Administration (OSHA) provides detailed information on such
respiratory protection programs.

 Never remove your respirator when you are in contaminated
areas! The outer surface of the respirator must be treated as if it
is contaminated at all times. Wash hands immediately after
removing the respirator. 

6 Mandatory pre-use precautions

 Before using a respirator, you must:
 fully understand the environment in which you intend to use

it.  For example, you must take measurements with appropri-
ate measuring devices to determine type and concentration
of the airborne particles, gases, or vapors you will encounter.
You must then choose a respirator that is appropriate for that
environment taking the respective PELs into account.

 take measurements to ensure that the ambient atmosphere
contains at least 19.5 vol. % oxygen (see "Limitations on
use").

 make sure to use only respirators that have been stored in
their original boxes. The expiry date must not have been
reached (see label on packaging).

 check the respirator for scratches, tears or other signs of
damage, and discard the respirator if any damage is found.

 make sure a fit test according to OSHA regulation 1910.134
has taken place.

 be thoroughly trained.
 Before occupational use of this respirator, a written respiratory

protection program must be implemented meeting all the local
government requirements. In the United States, employers must
comply with OSHA 29 CFR 1910.134 which includes medical
evaluation, training, and fit testing.

 Ensure adequate eye and head protection.

7 Explanation of symbols on the packaging

8 Duration of use
The number of hours that the particulate respirators may be used
depends on several factors, including the concentration of
contaminants in the air, and the amount of work that the user is
performing. The respirator must be replaced as soon as the user
notices that there is noticeably increased breathing resistance - in
other words, when you can no longer inhale easily and comfortably.
Under no circumstances may the respirator be used for more than
8 hours.

9 Preparation for use
 Decide which respirator best suits your purpose.
 Select the correct size so that the particulate respirator fits your

face optimally.

10 Use and donning
1. Remove the particulate respirator from its packaging.
2. Prior to use, make sure that there are no holes in the breathing

zone.

3. Hold the particulate respirator in your hand, allowing the head
straps to hang below your hand (see figure A).

4. Position the particulate respirator under your chin and over your
nose. Stretch lower strap over your head to the neck. Position
upper strap high on the back of your head. Adjust the closure of
the upper strap so that the particulate respirator fits properly
(see figure B).

5. Using both hands, adjust the nose clip to the shape of your nose
(see figure C). Using only one hand could result in improper fit.

6. Perform a seal check:
 Particulate respirators without valve:

Cup both hands over the particulate respirator being careful
not to disturb the fit of the respirator. Exhale vigorously (see
figure D). 

 Particulate respirators with valve:
Cup both hands over the particulate respirator being careful
not to disturb the fit of the respirator. Inhale vigorously.

 If air leaks at the sides of the particulate respirator, adjust the
particulate respirator until it fits properly. Make sure that the
nose clip fits the shape of your nose.

11 Maintenance
Inspect particulate respirators for scratches or other damage. Any
particulate respirator which shows signs of damage must be
discarded.

12 Storage and care
Always store the particulate respirators in their original packaging in
a cool, dry room in such a way that they cannot be damaged. Avoid
exposure to direct sunlight. Do not store the particulate respirators
after the indicated expiry date.
Make sure the particulate respirators are clean. Never try to clean a
particulate respirator. 
Storage temperature: -4 °F to 104 °F (-20 °C to 40 °C)
Relative humidity: maximum 80 %

13 Disposal
Used particulate respirators must be disposed of in accordance with
local disposal regulations.

ENUS - Instructions for Use

WARNING

You must read and understand these instructions for use 
before you use the particulate respirator; and you must 
strictly follow these instructions.
Failure to do so could lead to sickness or death.

1 X-plore® is a registered trademark of Dräger.

WARNING

Only use the particulate respirators for the purposes 
mentioned above.
Misuse could lead to sickness or death!

WARNING

Strictly obey the following limitations on use.
Failure to do so could lead to sickness or death!

!

!

WARNING

Strictly adhere to the following warnings and cautions.
Failure to do so could lead to sickness or death!

!

WARNING

The following pre-use precautions have to be taken. 
Failure to do so could lead to sickness or death!

Strictly follow the instructions for use!

indicates the temperature range of storage conditions

indicates the maximum humidity of storage conditions

WARNING

Never use an individual respirator for more than one single 
8-hour work shift.
Never use a damaged, used, or expired respirator.
Replace the respirator as soon as you notice any difficulty in 
inhaling.
Failure to follow this warning could lead to sickness or 
death!

!

-10C

+55C

<90%

!

WARNING

When checking the particulate respirator for damages, pay 
particular attention to the weld of the head strap loops (see 
figure A-1).
If there is any damage, do not use the particulate respirator, 
since this could lead to sickness or death!

WARNING

If you cannot achieve satisfactory fit, do NOT enter the 
contaminated area. See your supervisor.
Failure to do so could lead to sickness or death.

!

!


